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中山 郁英（なかやま いくえい）

立命館大学 デザイン・アート学部・研究科 准教授

立命館大学 社会共創推進本部 副本部長

民間企業や東京大学i.school 等での勤務を経て滋賀県長浜市に帰郷、自治体と

協働した事業等に携わる。2025年より立命館大学にて新学部/ 研究科の立ち上

げに従事。研究テーマは「行政組織によるデザインの実践」 。デザインを行政

で当たり前のものにすることを目標に研究・活動を行う。

著書に『行政×デザイン実践ガイド 官民連携に向けた協働のデザイン入門』 

（単著、ビー・エヌ・エヌ） 、『クリティカル・ワード デザイン理論 問題解

決と未来構想の先へ』（共著、フィルムアート社）、監訳・共訳書に『誰もが

デザインする時代のデザイン 日々の営みからソーシャルイノベーションを生み

出すための思想と実践』（ビー・エヌ・エヌ）等がある。

京都工芸繊維大学大学院デザイン学専攻博士後期課程修了、博士（学術）。

自己紹介

画像出所：各出版社ウェブサイトより
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2026年度にデザイン・アート学部・研究科を設置
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本日のお話

◉（ここでの）デザインとは何か？

◉行政とデザインの関係性

◉実践を牽引するPSIラボ

◉政策デザイナー
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デザイン？

5



Ikuei Nakayama, 2026

（ここでの）デザインの定義

◉｢現状をより好ましいものに変えるべく行為の道筋を考案するものは
だれしもデザイン活動をしている」
（H. Simon, 1969）

◉デザインの役割は”Problem-solving”と”Sense-making”
（E. Manzini, 2016）

◉デザインとは、何かをつくるときに、

・「何のために」→ 目的

・「誰に」「何を」「どうやって」→ 手段

をよりよく考えるための方法や思考態度。
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デザインの近年の動向

1.実践領域の拡張

2.多様なデザインプロセス・手法の誕生

3.手法だけでなく「態度」の重要性
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デザインの実践領域の拡張

出所：『行政ｘデザイン実践ガイド』（中山, 2024）
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デザインの実践領域の拡張

◉近年では、システム領域を対象としたデザインの実践が増えてきてい

る。行政や政策分野もその一つ。

出所：各主体のウェブサイトより
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デザインの実践領域の拡張

◉実践・研究は欧州から始まり徐々に他地域へ。

• デザイン研究における「ソーシャルイノベーション」をテーマとした活動の広

がり。

• 主な主体として、「DESISネットワーク」がある。

出所：各主体のウェブサイト、SNSより
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デザイン・スクイグル

出所：https://thedesignsquiggle.com
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ダブルダイヤモンドプロセス
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探索的な部分をプロセスと手法で乗り越える

出所：https://thedesignsquiggle.com/about
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デザインの手法は山ほどある

◉デザインの手法やツールは世の中に

数多く存在。

◉大切なのは、ツールを使うことでは

なく、それを通して達成したい目標

や大切にしたいこと。
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デザインの特徴的な活動

◉リフレーミング

→ 見えている課題を違う角度から捉え直す。

◉アブダクション（仮説推論）

→ 調査を通した新たな発見や気付きから仮説を構築する。

◉プロトタイピング

→ 試作版をつくりながら試行錯誤していく。
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デザイン態度

◉デザインする態度の重要性

1. 実験主義（Experimentalism）

2. 楽観主義（Optimism）

3. 可視化への信頼（Visualization）

4. 協調（Collaboration）

5. 共感（Empathy）

出所：立命館大学DML「DAM（Design Attitude Measurement）ツールの仕様と活⽤方法のご案内」
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本日のお話

◉（ここでの）デザインとは何か？

◉行政とデザインの関係性

◉実践を牽引するPSIラボ

◉政策デザイナー
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行政でデザインが注目される、３つの主な理由

1. 行政サービスのデジタル化が進展

2. 行政組織の対峙する課題は、より複雑に、より変化が急速に、
より明確な正解のないものに

3. 行政革新の新たな形としてのガバナンス論の登場 
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行政サービスのデジタル化

◉ウェブサービスやアプリケーションの開発にデザイナーは欠かせない

存在。

• 使いやすさが競争力の源泉であり、UI（User Interface）、UX（User 

Experience）が重要視

◉行政組織のデジタル変革（DX）の先駆的な例としては2011年に設立

されたイギリスのデジタル変革チーム「Government Digital Service

（GDS）」が著名

◉日本のデジタル庁でもデザイナーを積極採⽤。

• 2023年時点で約20名のデザイナーが在籍
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行政サービスのデジタル化

出所：「情報システムの整備及び管理の基本的な方針」（デジタル庁, 2021）
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行政組織の対峙する課題の変化

◉行政組織の対峙する課題は、より複雑で変化スピードが早く、明確な

正解のない問題が増加してきている。
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高齢化が進む中、
これからの地域交
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きか

これからを生きる
子どもたちをどう
育てていくべきか
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行政組織の対峙する課題の変化

◉Rittel and Webber(1973)が述べた、

「wicked problem (厄介な問題)」への対応。

◉｢厄介な問題」の定義（一部抜粋）

• 問題の捉え方によって、解決策の方向性が決まる。

• 解決のため取られた行動によって問題が常に変化する。

• 解決策に「正解」があるのではなく、「良い・悪い」という相対的な評価しか

ない。
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行政革新の新たな形：ガバナンス論

◉伝統的行政、NPMについで、ガバナンス論が登場。

◉社会や市民に対する捉え方が変化。

• 「どうすれば、政策立案や事業実施によりよく市民に参画してもらえるか」

という視点。

◉ユーザーとの相互作⽤から価値を生み出す、

サービスデザインや協働のデザインのアプローチが注目されるように。
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行政×デザインの「可能性」

出所：『行政ｘデザイン実践ガイド』（中山, 2024）

行政職員は「探検家」に
市民は 「共同生産者」に
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大事なことを、大事にするために

◉「当事者への共感」

◉「地域との協働」

◉「市民目線」

・・・

→ でもどうやって？

そんなとき、
デザインの知識が
役に立つかもしれません
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本日のお話

◉（ここでの）デザインとは何か？

◉行政とデザインの関係性

◉実践を牽引するPSIラボ

◉政策デザイナー
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行政とデザインの交差点としての「PSIラボ」

◉Public Sector Innovation Labs(PSIラボ)：

新たな政策立案やサービスの革新を目的とする専門組織。

◉PSIラボの特徴の一つが「デザイン手法の活⽤」

◉デザイン研究では2010年前後から論文や書籍が公表されはじめた。

出所：mind-lab.dk、openpolicy.blog.gov.uk/
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世界に100以上のPSIラボが存在

出所：Rise of the policy designer—lessons from the UK and Latvia (Whicher & Sweatec, 2022)
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行政とデザインの交差点としての「PSIラボ」

◉PSIラボでは、「ユーザー調査」や「市民参画」また「プロトタイピ

ングを含めた試行錯誤プロセス」を通し、新たな政策立案や効果的な

政策実施のための実験的な取組みを実施。

• 行政に関する手続きの柔軟性向上：

より市民中心で、効率的、機敏なサービスへ。

• 参加を通した市民との関係性の構築：

新たな人々に参画してもらうため様々な実験的手法を活⽤。

• 実験的な公共政策立案のため新たな可能性の導入：

課題の再定義や市民参加を通したより市民中心の解決策の検討。またプロトタ

イピングや失敗を含めた試行錯誤という概念の政策分野への導入。

出所：Experimental governance? The emergence of public sector innovation labs in Latin America（Ferreira & Botero、2020）
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PSIラボの実践事例：Policy Lab UK

出所：Policy Lab prospects
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PSIラボの実践事例：Policy Lab UK

出所：Policy Lab prospects
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政策立案・実施におけるデザインの類型

◉目的として、

「探索と最適化」の軸

◉実施の心構えとして、

「共創志向と専門志向」の軸

出所：政策をデザインするとはどういうことか?─デザイン学と行政学・公共政策学における視点の整理（中山・岡本, 2024）
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政策立案・実施におけるデザインの類型

◉探索的な実践：国・自治体ともに難しさ。

→ 最適化のための活動の方が始めやすい。

◉市民との距離が近い自治体は共創・専門志向。

他方、国レベルは専門志向と言えそう。
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本日のお話

◉（ここでの）デザインとは何か？

◉行政とデザインの関係性

◉実践を牽引するPSIラボ

◉政策デザイナー
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研究への想い

｢行政」と「デザイン」って

なんだか真逆の言葉ですよね

“

”
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研究への想い

◉地域をよくする、持続可能にするために仕事をする

「行政」がやっていることは、まさにデザイン的活動。

デザインと行政の関連性をわかりやすい形で示したい。

◉とはいえ、自分には関係ないと感じている人は多い。

全くデザインに触れたことのない人にも、少しでも親近感を

感じてほしい。
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副読本的なものとして

◉｢これからのデザイン政策を考える研究会」報告書
（経済産業省デザイン政策室、2025）

◉デザイン白書2024 
（公益財団法人日本デザイン振興会、2024）

出所：各種資料ウェブサイト
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出所：これからのデザイン政策を考える研究会報告書



Ikuei Nakayama, 2026

デザイン態度

◉デザインする態度の重要性

1. 実験主義（Experimentalism）

2. 楽観主義（Optimism）

3. 可視化への信頼（Visualization）

4. 協調（Collaboration）

5. 共感（Empathy）

出所：立命館大学DML「DAM（Design Attitude Measurement）ツールの仕様と活⽤方法のご案内」
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（参考）ディシジョン態度とデザイン態度

安藤拓生・八重樫文（2016）「プロフェッショナルとしてのデザイナーの持つデザインの志向の実証的研究に向けた理論的基盤の検討」を参考に中山作成
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ディシジョン態度 デザイン態度

特徴 •意思決定のためのツールを⽤いて、

合理的な判断を行う。

•既存の選択肢から最善のものを選

ぶ。

•問題を新たに定義し、創造的に解

決策を構想する。

•未知や曖昧さを受け入れ、実験し

ながら前に進む。

有効な場面 •問題の構造が明確で、合理的な解

決手段が特定できる場面。

•状況が不確実で、合理的な判断基

準を持ち合わせていない場面。

思考プロセス •演繹法、帰納法 •仮説推論（アブダクション）

•枠組みの捉え直し（リフレーミン

グ）

典型的な人物像 •（少し前の）マネージャー •デザイナー
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政策デザイナーと求められるスキル

出所： AHRC Design Fellows Challenges of the Future: Public Policy (Whicher, 2020)
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出所：「行政ｘデザイン実践ガイド」Whicher, 2020を元に作成（中山, 2024）



Ikuei Nakayama, 202643



Ikuei Nakayama, 2026

本日のお話

◉（ここでの）デザインとは何か？

◉行政とデザインの関係性

◉実践を牽引するPSIラボ

◉政策デザイナー
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